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C　病院

病院長　殿

懲止童目　口　臼

2021（令和3）年9月8日

神奈川県弁護士会

　会長　二川裕之

　当会は、申立人　A　氏の人権救済申立事件について、当会人権擁護委

員会において調査の結果、救済措置を講じる必要があるとの結論に達し

ましたので、当会常議員会の議を経た上、貴院に対し、以下のとおり警

告いたします。

　　　　　　　　　　　　警告の趣旨

　貴院は、貴院の入院患者である申立人に対し、そのまま放置していたの

では申立人の生命又は身体に深刻な害が及ぶほどの切迫性があったとは

認められなかったにもかかわらず2017年6月24日に身体拘束を開

始したことに加え、さらに、同年7月18日までの25日間もの間漫然と

身体拘束を継続した。かかる処遇は、申立人の身体を極めて長期間にわた

り不当に拘束するものであり、憲法13条、18条、22条1項、31条

以下、及び国際人権規約B規約で認められる身体拘束をされない権利を著

しく侵害するものである。したがって、今後は不当に身体拘束を行うこと

がないよう、警告する。

警告の理由

別紙調査報告書のとおり

以上
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2018年（救）第15号
A　申立事件

　　　　2021

調査報告書

（令和3）年8．月31日

神奈川県弁護士会

会長　二川裕之　殿

神奈川県弁護士会人権擁護委員会

　　　　　　委員長　櫻井みぎわ

頭書事件につき、その調査の結果を以下のとおり報告する。

第1　申立の概要

　　　申立人は、現在40代の男性であるが、2017年6月24日に相

　手方である　C　病院に緊急措置入院となり、同A26日より母親の

　　同意にて医療保護入院となった者であり、その申立の概要は以下の通

　　りである。

　　すなわち、申立人は、相手方から、入院時に診察室でベッドに身体

　拘束させられ、そのまま保護室に入れられ、7月18日まで身体拘束

　　が続いた。かかる身体拘束は、申立人の人権を侵害するものである。

第2　相手方の主張

　申立人は児童センターにて「死んでやる」等の発言をして通報され、入

院になった者であるが、以下の理由から身体拘束が必要であった。
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①診察室でも話が滅裂で衝動性があり、脈絡なく立ち上がったり、パソ

　コンのモニター画面を握りしめるなどした。

②拡大自殺をするおそれがあった。

③医療スタッフに対する威嚇行為があり、安全に医療を行う必要があっ

　た。

④水分や栄養を補給するため安全にチューブを入れ続ける必要があっ

　た。

⑤速やかに治療を行う必要があった。

⑥スプーンや牛乳を隠し持っていた。

⑦保護室内の壁に自分で膝をぶつけるなどの自傷行為もあった。

第3　当委員会が認定した事実

　　　調査の結果、当事件委員会が認定した事実は以下のとおりである。

　　なお、すべて年は2017年である。

1入院時（6月24日）

　　　申立人は、警察官1名及び川崎市職員3名の付添いの下、相手方病

　　院において精神保健指定医である相手方医師の診察を受け、不眠症、

　　弛緩性便秘症、不安神経症、てんかん、統合失調症との診断を受け、

　　同日22時22分緊急措置入院となった。その際、川崎市職員が川崎

　　市長名で文書を渡し退院請求手続きや処遇改善請求手続きにっいて口

　頭で教示を行った。

　　　申立人は、診察時、診察室から子ども文化センターに行こうとし、

　　「どうせ死ぬなら皆に迷惑かけてやる」などと言ったり、相手方医師

　が使用していたパソコンのモニター画面を握りしめるなどした。申立

　人が診察室から立ち去ろうとしたところ、診察室内でベッドに胴の部

　位を身体拘束され、そのままベッドごと保護室へ運ばれ、隔離処遇と
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